


講 演 概 要 

基調講演―１ 

ヴャチェスラフＩ．モロディン 先生（ロシア科学アカデミーシベリア支部第一副総裁） 

講演テーマ：露独考古学探検の現代的学際的研究 （日本語通訳付） 

 ロシア科学アカデミーシベリア支部考古学民俗学研究所とドイツ考古学研究

所の 8年間にわたる共同研究の成果について報告します。 

 ロシアとドイツの共同プロジェクトは、西シベリア、アルタイ、モンゴルな

どを中心に地球物理学や最新のコンピュータ技術など学際的に調査研究が進め

られ、数々の成果を出ております。特に 2006 年にモンゴルアルタイの凍土から

出土したスキタイ人兵士と見られる入れ墨のある男性の発見は、この時代の研

究のみならず、遺伝学、生物学にも貴重な資料となりました。このような発掘

調査について講演します。 

 

基調講演―２ 

毒島幸一 先生（厚生労働省仙台検疫所 食品監視課長） 

講演テーマ：輸入食品の安全確保を目指して～検疫所の仕事～ 

－輸入食品の安全がどうやって守られているか最前線からの報告－ 

 最近、中国産原料を使用した医薬品や飼料を原因とする人や動物の健康被害

の発生とともに、中国から輸出された食品による健康被害事例や多数の輸入差

し止め事例が報道されており、国では、関係情報の収集、輸入時検査の強化等

の必要な対応をとっているところです。 

 輸入食品が大きな比重を占めるわが国にあっては、国民の不安解消が緊急の

課題となっています。 

 国民の安全・安心を確実なものとする必要があるとの認識のもと、輸入食品

の安全対策について、輸入食品の監視の最前線で働く食品衛生監視員が現況報

告します。 


